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新年度によせて

【トピックス】

ホーム管理責任者のご挨拶

今年度より、生活ホームの管理者を担当することとなりました、川端智と申します。

前号夢花だより表紙にて、梶山事業部長が「職員の基本姿勢〜感謝〜」をテーマ
に挨拶をされています。 職員の皆様には、今年度は是非 “ 感謝 ” をテーマに学び
得て頂きたいと思い願っております。

さて、私自身は夢花事業部にお世話になり、早いもので4年半が過ぎ沢山の方々
との出会いがありました。有難いことです。
利用者様や御家族。地域の皆様や関係機関の皆様、そして職員の皆様

に沢山のことを学ばせて頂いている“感謝”を心に、今後も良いものを
皆様に届けられたらと思い考えております。
どうぞ宜しくお願い致します。

ホーム管理責任者 川端 智

熊本県を中心に甚大な被害をもたらした地震の活動が今も活発に続いていま
す。被災された皆さんに心からお見舞いを申し上げます。

地震の発生直後には、建物の被害を免れた福祉施設に、地域の方々も大勢避
難をしておられたそうです。
変化に弱い障害者の方と、介護が必要な高齢の方が、停電や断水などで食糧

にも不自由をし、多くの困難に直面する中でそれを支える関係者の方が、自分
の家や家族に被害を受けながらも不眠不休で対応をしている事もお聞きしてい
ます。時間の経過と共に、それらの方々の疲労が重なり、体調面の変化に医療
との連携も欠かせなくなってもいるとの事。

日本の各地で大きな災害が起こる度に、当事業施設の災害時の備えと安全の
対策について改めて検討を重ねていますが、「地域に密着した活動は社会福祉
法人の責務である」との意識を再度確認をさせられました。

今回の災害における福祉施設の対応について、5年前の東北大震災の時と同
様に関係機関からの情報収集に努め、復興の為に協力をさせて頂きながら、地
域の皆様と連携を出来る体制と、災害時に施設として自立と応援ができる準備
を今まで以上に積み重ねて行くつもりです。

新年度、利用者の方が日中に活動する為の施設と、耐震性、防火防災性を強
化した居住施設を、長沢と生田方面に新設をしましたが、今後も不足している
設備を補い、地域の皆様のお役に立てるように努力をしていきたいと思います
ので、宜しくご理解を頂けますようにお願いを申し上げます。

平成28年5月

夢花事業部部長 梶山則行

かわばた さとし

今年度よりスタッフジャ
ンパーを導入しました！
スタッフジャンパーのメ

リットは①多くの人に夢花
の職員であるという事を
知ってもらうことができる
②一体感を生むためのツー
ルでもある、です。
今年度も新たな気持ちで

がんばります！

かじやま のりゆき



①新ホーム コスモⅠ・コスモⅡ

南生田に新作業所が完成しました。

◆新施設概要

場所：南生田4丁目12-４

1階『夢花工房フローラ』

2階『夢花工房デイリィー夢花』

南生田に新ホームが完成しました。

◆ホーム概要

場所：南生田5丁目21-23

1階 『コスモⅡ』（定員5名）
2階 『コスモ』 （定員5名）

丘陵に面したホームのため入り口までリフト
を設置し、移動負担への配慮をしました。
防火防災面では全室に火災報知器とスプリンク
ラーを設置し、非常時には自動的に消防署に通
報が行くシステムが構築されています。

生活する利用者さんの安全を確保するため、
充実した設備が完備されています。
生活を始めた利用者からは「新築のいい匂い

がする」「これなら足を伸ばしてお風呂に入れ
るよ」「安心して長く住むことができるね！」
と喜びの声を聞くことができました。
事業部としても嬉しい限りです。

新ホーム全景写真 玄関エントランス

新ホーム 写真紹介

昇降機リフト

居室前廊下

バリアフリー浴槽 広いリビング

自動火災報知設備 トイレ 居室

②新施設 「フローラ」・「デイリィー」

1階「フローラ」入口

新施設 写真紹介

2階「デイリィー」入口 2階「デイリィー」フロア― バリアフリートイレ

外観

1階「フローラ」フロア―

エレベーター

1階エントランス

新施設外観写真

1階フローラでは、工房で作成した自主製
品の一部の展示と販売をいたします。
奥のスペースは利用者の方の多目的ホール

として使用します。

2階デイリィー夢花は高齢期を迎えた利用
者の方の日中活動の場として使用します。



家族会のご報告

ドリーム２の責任者よりご挨拶 夢花感謝祭＆新施設お披露目会

平成28年4月16日（土）、夢花工房ぽぱい2階
にて開催しました。

夢花工房と生活ホームの利用者様、ご家族と関
係者様へ、新年度の事業計画と日頃の活動の様子
をお知らせする為に家族会を開催させて頂きまし
た。

今回は「高齢期を迎えた利用者様の為に新設さ
れる作業所と、消防法の改正に伴うスプリンク
ラー設置基準に対応し、バリアフリー化を図った
新設ホーム」についての説明を主に、利用者様の
仕事・生活の様子を報告させて頂きました。今後
も“安全・安心”を重視した質の高いサービスの提
供を目指していくこともお伝えさせて頂きました。

お忙しい中、参加して頂いたご家族様からは、
「親亡きあとについて」の心配事の質問が多くあ
り、事業部のスーパーバイザーの小嶋氏に「今後
の成年後見人制度利用について」具体的にお話頂
き、ご家族様が安心した表情を浮かべたことが印
象的でした。

次の家族会は11月を予定しております。次回
も多く方のご参加を心よりお待ちしております。

平成１８年より川崎市の委託事業として東百合
丘タイムケアセンターを実施してまいりました。
タイムケア事業は平成２９年度で終了となる予

定の為、当法人では今年度から「障害児・者一時
預かり」として支援の継続をしていくことになり
ました。
今後は「ドリーム２」として月・水・金を中心

に受け入れをしていきます。場所は鷲が峰営業所
隣にある建物になります。使い慣れた子ども文化
センターと環境が大きく変わりますが、子どもた
ちにおもいきり活動をしてもらえるように努力を
していきたいと思います。
いつでも見学にお越しください。

ドリーム2 責任者 中村 光世子

【ごあいさつ】

工事の期間中、地域の皆様に多大なご迷惑をお掛け
した事をお詫び申し上げるとともに、日頃の活動の様
子をご覧いただけるように「お披露目会」を開催いた
します。
お気軽にお立ち寄りくださいますように、お願い申

し上げます。

◆題名：夢花感謝祭、作業所展示スペース
『フローラ』お披露目会

◆日時：6月11日（土）雨天決行
◆時間：10：30〜14：30
◆場所：夢花工房ぽぱい
◆住所：多摩区南生田4－12－5
◆内容：出店、販売、展示等

出店（カレー、ちゃんこうどん等）

カフェ（コーヒー、ジュース）

販売（木の雑貨やアクセサリー等）

写真・作品展示

施設見学などなど♪

※外観イメージ写真

事業部長より、新年度の事業計画についてお話をしています

工房の担当者より、日頃の活動報告をしています

※収益を熊本地震の被災地へ寄付させていただきます



編集後記

温かくなり過ごしやすい季節になりました。ホームセンターでは野菜
の苗も出始めましたよ。私は今年、ゴーヤづくりに挑戦します！
さて、次号は7月を予定しています。お楽しみに★

①お名前 ②趣味
③一言お願いします♪

① 前田大輔（ヘルパーステーション管理者）

② 格闘技・サッカー観戦

③ シフト調整の連続の日々。整い
ました！と歓喜した瞬間にまた非常
事態が！の繰り返し。まさにゴール
のないマラソン状態！

そんな私の元気の源は利用者さん
と関わるヘルパー支援です。支援ス
キルを高める努力を怠らず、いつま
でも熱い気持ちは忘れずに前進ある
のみです！
(仕事人間の私に呆れながらも、私を

支えてくれる奥さんとやんちゃ息子達
ありがとう！)

2016年 3月〜4月の活動報告

研修の報告 相談支援従事者現任者研修に参加して 夢花事業部
職員紹介

【夢花工房オリーブより】 専修大学にメモ帳4,000部、無事に納品しました！！

昨年の春、専修大学様より、２，０００部のマグネット付メモ帳を受注いたしました。あまりの数に、
「いつ終わるの？」という利用者さんからの声。「１０月には終わりますよ！」と答えながらも、本当に
終わるのか？と職員も当初はドキドキ。冬に追加の２，０００部の注文をいただき、１年間で計４，０
００部を製作しました。

１年間に２度の旅行や行事、秋の出店ラッシュ、楽しみのカラオケの時間は確保しながら、オリー
ブの利用者さんと職員とで集中して取り組みました。

最後の納品は専修大学神田キャンパスにお伺いし、発注して下さった募金局の方々に直接手渡
しすることができました。大変温かく迎えていただき、こちらも感激いたしました。

今後も多くの方々に目にとめていただける商品を、利用者の皆さんと作っていけるよう工夫して参
りたいと思います。

【児童デイサービス ドリームより】「卒業を祝う会」を行いました。

３月２４日にドリームの卒業を祝う会を行いました。

職員による卒業生紹介の替え歌から祝う会が始まり、卒業ソングをみんなで合唱♪ 職員が
卒業生へ昔のエピソードを織り交ぜながらお祝いの言葉を述べ、みんなで懐かしみました。
小学生の時から来ていた方もいて、ドリームでの思い出もたくさんあります。社会人になる皆さ
んにエールを込め（？）おいしいケーキをみんなで食べました！アルバムと花束贈呈をし、最
後に集合写真を撮りました。寂しいですが、みなさんの新たなスタート！ドリームスタッフ一同
応援して見送りました。たまに遊びにきてくれるととても嬉しいです。

【タイムケア（現ドリーム２）より】「中高合同の卒業式」を行いました。

３月３０日、東百合丘タイムケアセンター、最後の卒業式。２７年度高等部と中等部の合
同の卒業式を行いました。

楽しいゲームに盛り上がり、歌をうたい、お花と記念アルバムの贈呈式をおこないまし
た。お友達との別れに涙する子もいました。私達スタッフも今までの想いが蘇ってきた一
瞬でした。

この１０年間、こどもたちと共にたくさんの思い出をつくり、こどもたちと共にたくさんの経
験をしてきました。感謝の言葉しかありません。ありがとうございました。

相談支援業務とは、障害のある方が自立した日常生活、又
は社会生活を営むことができるよう、サービス等利用計画の
作成、福祉サービスを利用するための情報提供や相談、成
年後見制度の利用や促進など行う等多岐に渡ります。

夢花工房での一例を挙げると個別支援計画の作成をし、計
画を元に支援をします。そして、計画の中間見直しを行い、内
容の変更も行います。これがサービスの提供になります。

今回の研修では、児童相談所、就労移行支援事業所など
違う事業所の方達と班が一緒でした。視点が違えば、色々な
意見が出てきます。気付かされたこと、教えられたことがたく
さんありました。より良いサービスを提供出来るように施設内
のサービスの提供は勿論、外部との繋がりも広げていきたい
と思っています。

夢花工房ぽぱい 横山利教

研修の目的： 「日常の相談支援業務の検証を行うことにより、
相談支援に従事する者の資質の向上を図ること」

講義内容：講義あり、演習あり、課題あり（３日間）

まえだ だいすけ

よこやま としのり


